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心筋炎に対する新規コンパニオンPET診断薬及び治療薬の開発

対象疾患：心筋炎（国内2,200人/年、世界180万人/年）
特許情報：物質特許、用途特許
技術の特徴：コンパニオンPET診断薬と治療薬の両シーズを組合わせることで著しい予後改善効果が期待できる
市場性、開発における課題：臨床POCを取得するための企業サポートが必要
希望する企業連携の内容：臨床治験実施の支援、及びライセンスアウト

心筋炎は致死性が高く、現在も有効性を示した治療薬のないアンメットニーズな疾患です。近年
Covid-19を含む重症感染症やmRNAワクチンに心筋炎が合併し、更に癌領域で頻用されている免疫
チェックポイント阻害剤にも副作用として心筋炎が発症することから、心筋炎に対して有効な診断法及び治
療法を確立する社会的重要性が増しています。

私達は心筋炎に対する新規診断法及び治療法を開発するために、心筋炎発症にGeneX+活性化リンパ球
が関与し、GeneX阻害剤が心筋炎モデルの予後を改善させることを明らかにしました。更にこのGeneX
阻害剤を放射性核種C11で標識した新規PETプローブを作製し、心筋炎モデルにおいて心筋に浸潤した
GeneX+リンパ球をPET/CTにより検出することに成功しました。加えて、PET高集積心筋炎モデルは低
集積心筋炎モデルと比較し、GeneX阻害剤が有効でした。以上より本PET製剤は従来の高侵襲な心筋生
検に代わる心筋炎の低侵襲診断薬となるだけでなく、GeneX阻害剤のコンパニオン診断薬にもなるため、
両シーズを組合わせることで心筋炎の予後を著しく改善させることが期待されます。2025年度に健常人に
おけるPETプローブの安全性試験が終了し、2026 ～2027年度にかけて心筋炎患者におけるPETプローブ
の有用性検証試験を実施する予定です。今後本PET製剤と阻害剤を実用化するために、協力して頂ける企
業を探しています。


